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第 38 期（平成 31 年３月期）第１四半期報告書及び四半期決算短信の提出、

過年度の有価証券報告書

 
 
当社は、平成30年８月10日付「第

係る承認のお知らせ」のとおり、平成

提出延長の承認を受けておりまし

半期決算短信も開示しましたのでお知らせいたします。

また、過年度に提出いたしました下記の有価証券報告書等

し、過年度に開示いたしました下記の決算短信

 

 
１．本日提出した四半期報告書

（１）本日提出した四半期報告書

    第38期（平成31年３月期）

       第１四半期報告書

 

（２）訂正報告書を提出した

     第34期（平成27年３月期）

       有価証券報告書  

     第35期（平成28年３月期）

       第２四半期報告書

       第３四半期報告書

       有価証券報告書  

    第36期（平成29年３月期）

       第１四半期報告書

       第２四半期報告書

       第３四半期報告書

       有価証券報告書  

 

                            

平成

                   会 社 名        株式会社ジャストシステム              
                   代 表 者 名  代表取締役社長 
                            （コード番号 4686
                   問い合わせ先         経営企画室長  

                          TEL 03-5324-7900

 
年３月期）第１四半期報告書及び四半期決算短信の提出、

過年度の有価証券報告書等、決算短信等の訂正に関するお知らせ

日付「第38期（平成31年３月期）第１四半期報告書の提出期限延長申請に

係る承認のお知らせ」のとおり、平成30年９月14日を期限として、第38期第１四半期報告書について

提出延長の承認を受けておりましたが、本日、当該第１四半期報告書を関東財務局に

ましたのでお知らせいたします。 

しました下記の有価証券報告書等の訂正報告書をあわせて提出することと

ました下記の決算短信等についても訂正いたします。 

記 

四半期報告書及び過年度の有価証券報告書等の訂正 

四半期報告書 

年３月期） 

第１四半期報告書 （自 平成30年４月１日  至 平成30年６月30

した有価証券報告書等 

年３月期） 

  （自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31

年３月期） 

第２四半期報告書 （自 平成27年７月１日  至 平成27年９月30

第３四半期報告書 （自 平成27年10月１日  至 平成27年12月31

  （自 平成27年４月１日  至 平成28年３月31

年３月期） 

第１四半期報告書 （自 平成28年４月１日  至 平成28年６月30

第２四半期報告書 （自 平成28年７月１日  至 平成28年９月30

第３四半期報告書 （自 平成28年10月１日  至 平成28年12月31

  （自 平成28年４月１日  至 平成29年３月31

                             
 

平成 30 年９月 14 日 

株式会社ジャストシステム               
  関灘 恭太郎 
4686 東証第一部） 
  重田 裕史 
7900（代表） 

年３月期）第１四半期報告書及び四半期決算短信の提出、 

、決算短信等の訂正に関するお知らせ 

年３月期）第１四半期報告書の提出期限延長申請に

四半期報告書について

関東財務局に提出し、第１四

の訂正報告書をあわせて提出することと

0日） 

1日） 

0日） 

1日） 

1日） 

0日） 

0日） 

1日） 

1日） 



    第37期（平成30年３月期） 

       第１四半期報告書 （自 平成29年４月１日  至 平成29年６月30日） 

       第２四半期報告書 （自 平成29年７月１日  至 平成29年９月30日） 

       第３四半期報告書 （自 平成29年10月１日  至 平成29年12月31日） 

       有価証券報告書  （自 平成29年４月１日  至 平成30年３月31日） 

 

 

２．本日開示した四半期決算短信及び過年度の決算短信等の訂正 

（１）本日開示した四半期決算短信 

    平成31年３月期 

       第１四半期決算短信 （自 平成30年４月１日  至 平成30年６月30日） 

 

（２）訂正した決算短信等 

     平成27年３月期 

       決算短信      （自 平成26年４月１日  至 平成27年３月31日） 

     平成28年３月期 

       第２四半期決算短信 （自 平成27年７月１日  至 平成27年９月30日） 

       第３四半期決算短信 （自 平成27年10月１日  至 平成27年12月31日） 

       決算短信      （自 平成27年４月１日  至 平成28年３月31日） 

     平成29年３月期 

       第１四半期決算短信 （自 平成28年４月１日  至 平成28年６月30日） 

       第２四半期決算短信 （自 平成28年７月１日  至 平成28年９月30日） 

       第３四半期決算短信 （自 平成28年10月１日  至 平成28年12月31日） 

       決算短信      （自 平成28年４月１日  至 平成29年３月31日） 

    平成30年３月期 

       第１四半期決算短信 （自 平成29年４月１日  至 平成29年６月30日） 

       第２四半期決算短信 （自 平成29年７月１日  至 平成29年９月30日） 

       第３四半期決算短信 （自 平成29年10月１日  至 平成29年12月31日） 

       決算短信      （自 平成29年４月１日  至 平成30年３月31日） 

 

 

３．訂正の理由及び経緯 

当社は、法人向け事業の一部製品について、当社の元従業員が無断で返品条項（一定の場合に当社

が販売店からの返品を受け付ける内容の条項）等を付帯して販売店に販売していた事実（本件行為）

が判明したため、平成 30 年７月 24 日に当社と利害関係を有しない外部の専門家から構成される特別

調査委員会を設置し、実態の全容把握と本件行為に係る原因究明に努めてまいりました。 

 平成30年９月７日に受領した同委員会による調査結果報告及びその他の事項を含む累積的影響額を

踏まえ、当社は、販売店においてお客様（法人）への販売が完了していない取引に係る売上高の取消

等、過年度の決算を修正するとともに、過年度において重要性がないため修正していなかった事項に

関する修正も併せて行うことといたしました。 

以上の結果、当社は、平成27年３月期から平成30年３月期までの有価証券報告書等及び決算短信等

について訂正いたしました。 



４．訂正による過年度業績への影響 

【連結財務諸表】 

第34期（平成27年３月期）                       （単位：百万円） 

  訂正前 

（Ａ） 

訂正後 

（Ｂ） 

影響額 

（Ｂ－Ａ） 

増減率 

（％） 

通  期 

売上高 17,722 17,417 △304 △1.7 

営業利益 4,538 4,249 △288 △6.4 

経常利益 4,786 4,497 △288 △6.0 

当期純利益 3,201 2,912 △288 △9.0 

総資産 33,445 33,197 △248 △0.7 

純資産 28,573 27,572 △1,001 △3.5 

 

 

第35期（平成28年３月期）                       （単位：百万円） 

  訂正前 

（Ａ） 

訂正後 

（Ｂ） 

影響額 

（Ｂ－Ａ） 

増減率 

（％） 

第２四半期 

売上高 8,949 8,521 △427 △4.8 

営業利益 2,881 2,514 △367 △12.7 

経常利益 2,937 2,570 △367 △12.5 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
2,071 1,704 △367 △17.7 

総資産 35,665 35,455 △209 △0.6 

純資産 30,707 29,339 △1,368 △4.5 

第３四半期 

売上高 12,714 12,173 △541 △4.3 

営業利益 3,843 3,404 △438 △11.4 

経常利益 3,940 3,502 △438 △11.1 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
2,941 2,503 △438 △14.9 

総資産 35,278 34,993 △285 △0.8 

純資産 31,413 29,973 △1,439 △4.6 

通  期 

売上高 18,241 17,183 △1,058 △5.8 

営業利益 5,026 3,964 △1,061 △21.1 

経常利益 5,131 4,070 △1,061 △20.7 

親会社株主に帰属

する当期純利益 
3,744 2,682 △1,061 △28.3 

総資産 37,168 36,557 △610 △1.6 

純資産 32,244 30,182 △2,062 △6.4 

 

  



第36期（平成29年３月期）                       （単位：百万円） 

  訂正前 

（Ａ） 

訂正後 

（Ｂ） 

影響額 

（Ｂ－Ａ） 

増減率 

（％） 

第１四半期 

売上高 4,181 3,960 △220 △5.3 

営業利益 1,288 1,106 △182 △14.2 

経常利益 1,283 1,100 △182 △14.2 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
1,032 849 △182 △17.7 

総資産 37,537 37,171 △365 △1.0 

純資産 33,140 30,895 △2,245 △6.8 

第２四半期 

売上高 9,639 9,273 △366 △3.8 

営業利益 3,291 2,930 △360 △11.0 

経常利益 3,308 2,948 △360 △10.9 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
2,272 1,911 △360 △15.9 

総資産 39,832 39,553 △279 △0.7 

純資産 34,407 31,984 △2,422 △7.0 

第３四半期 

売上高 13,814 13,386 △427 △3.1 

営業利益 4,097 3,782 △315 △7.7 

経常利益 4,247 3,932 △315 △7.4 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
3,129 2,814 △315 △10.1 

総資産 39,710 39,400 △310 △0.8 

純資産 35,009 32,631 △2,377 △6.8 

通  期 

売上高 20,330 19,467  △862 △4.2 

営業利益 5,587 4,694 △892 △16.0 

経常利益 5,771 4,879 △892 △15.5 

親会社株主に帰属

する当期純利益 
4,257 3,364 △892 △21.0 

総資産 42,617 41,988 △628 △1.5 

純資産 36,173 33,217 △2,955 △8.2 

 

  



第37期（平成30年３月期）                       （単位：百万円） 

  訂正前 

（Ａ） 

訂正後 

（Ｂ） 

影響額 

（Ｂ－Ａ） 

増減率 

（％） 

第１四半期 

売上高 5,457 5,291 △165 △3.0 

営業利益 1,535 1,407 △128 △8.4 

経常利益 1,604 1,475 △128 △8.0 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
1,265 1,137 △128 △10.2 

総資産 43,834 43,663 △171 △0.4 

純資産 37,230 34,146 △3,084 △8.3 

第２四半期 

売上高 11,871 11,478 △393 △3.3 

営業利益 3,677 3,309 △368 △10.0 

経常利益 3,825 3,456 △368 △9.6 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
2,721 2,353 △368 △13.5 

総資産 45,849 45,740 △108 △0.2 

純資産 38,657 35,334 △3,323 △8.6 

第３四半期 

売上高 17,036 16,336 △699 △4.1 

営業利益 4,681 4,006 △674 △14.4 

経常利益 4,874 4,199 △674 △13.8 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
3,579 2,905 △674 △18.8 

総資産 45,308 45,196 △111 △0.2 

純資産 39,325 35,695 △3,629 △9.2 

通  期 

売上高 24,075 22,991 △1,084 △4.5 

営業利益 6,079 5,037 △1,041 △17.1 

経常利益 6,225 5,184 △1,041 △16.7 

親会社株主に帰属

する当期純利益 
4,560 3,518 △1,041 △22.8 

総資産 47,612 47,217 △394 △0.8 

純資産 40,342 36,345 △3,997 △9.9 

 

以上 


